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はじめに

２１世紀は、新しい知識・情報・技術が政治・経済・文化をはじめ、社会のあらゆる領域での活動の基盤し

して飛躍的に重要性を増す、いわゆる、「知識基盤社会」（knowledge-basedsociety)の時代であるといわれ

る!)。こうした認織のもと、ＯＥＣＤ（経済協力開発機構OrganisationforEconomicCooperationand

Development）が2000年から実施している「生徒の学習到達度調査」（PrograImneforlnternationalStudent

Assessment以下ＰＩＳＡ調査という）は､信頼度の高い調査として世界的に注目されるとともに、世界各国

の教育施策にさまざまな影響を与えている2)。

日本においても、「読解リテラシー（「読解力」）」の得点がＯＥＣＤ平均値まで低下している状況にあ

るなどの課題が示された3)。これを受けて文部科学省は、平成17年に「読解力向上プログラム」をまとめ、

ＰＩＳＡ型「読解力」向上のために、今後各学校で求められる改善の具体的な方向としての「３つの重点目

標」を提示した。各学校では、この「３つの重点目標」に沿った授業改善に取り組んできており、各方面か

ら実践が報告されるなど一定の成果を挙げてきた。しかし、平成21年に実施された「全国学力・学習状況調

査」において、「文章や資料を読んで、示された条件に合った表現で書く」力が十分でないといったＰＩｓ

Ａ型「読解力」に関わる内容が課題として示され`)ており、「読解力向上プログラム」で示された課題は必

ずしも克服されているとは言えない状況にある。

そこで、ＰＩＳＡ型「読解力」の向上をねらいとした授業実践の取組状況を調べ、実践上の課題とその原

因を探るため、当所の「小・中学校『読解力』をはぐくむ国語科教育指導講座」の受講者に対するアンケー

ト調査を実施した。その結果から、「読解力向上プログラム」で示された「各学校で求められる改善の具体

的な方向」のうち、テキストに基づいて自分の経験を関連づけて建設的に批判したり、あるいは意見を述べ

たり薔いたりできる力を子どもたちに育てる取組が必ずしも十分とは言えないなど、ＰＩＳＡ型「読解力」

の最終プロセスである「熟考・評価」を中心に、いくつかの課題があることがわかった。また、ＰＩＳＡ型

「読解力」をはぐくむ授業に取り組みにくい原因として、「クリテイカル・リーディング」に対する抵抗感

や「熟考・評価」の観点を具体的にどう取り入れればよいのかわからないなどの回答を得た。

本研究では、こうした結果を踏まえ、ＰＩＳＡ調査が始まった経緯や意義を示したうえで、アンケート調

査で明らかになった課題を克服するための具体的方策として、「熟考・評価」につながるＰＩＳＡ型「読解

力」の観点に即した発問の展開例を具体的に示していくこととする。

１今、国語科で求められているもの

(1)ＰＩＳＡ調査とは

ＰＩＳＡ調査とは、ＯＥＣＤ加盟国を中心とした世界各国の15歳児を対象に「各国の子どもたちが将来

生活していく上で必要とされる知織や技能が、義務教育修了段階において、どの程度身についているかを

測定すること」‘)を目的として、2000年から３年ごとに実施されている調査のことである。

「子どもたちが将来生活していく上で必要とされる知職や技能」とは、ＯＥＣＤが組織した「ＤｅＳｅ

Ｃｏ（「コンピテンシーの定義と選択：その理論的・概念的基礎」DefinitionandSelectionof

Competencies:TheoreticalandConceptualFoundatio､)」プロジェクトにより、ＰＩＳＡ調査と連動さ

せながら開発された能力概念である「コンピテンシー（Competencies）」に基づいたものである。

また、「どの程度身についているかをillll定すること」とは「読解の知織や技能を実生活の様々な面で直
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